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はじめに
本i論は，インドネシア共ｲⅡ|正Ｉｉ１Ｉイスラウェシ州タナ・トラジャ県の農村社
会の」lL盤をlﾘIらかにすることと，伝統的Iilli化と伝統lhﾘ交換方法がこの基盤
とどのようにリンクしているかをlﾘlらかにする|=Ｉ的である。
タナ・トラジャ県には，インドネシア共ｲlll玉'てＩよ’２０()くらいある多民
族の一つトラジャ族と呼ばれる人々が住んでいる。トラジャ族について
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は，民族学，建築学，ｌＷｆ誌などさまざまな１i)|:先がなされている(1)。論判
はこれらの先行(iIl:先をふまえて，参:>f↑文献（12）にトラジャ社会榊造の一
部を分析した。この''1では，トラジャ社会は農業社会であり，笑|祭の水１１１
耕作での地j化'|､作，トラジャではＴｏＭａｕｍａとＴｏＰａｒｉｕと１１１ぶ関係
を水H1と水lll労I11illを媒介にしてどう成立しているのかを分析した。また，
米の収穫後の地主と小作の分１１１１０を|ﾘlｲ11;にするとともに，地域'１１１での分ＩＨＩ[｣I率
に錐があること，近代化の流れの'１１で，労働ﾉﾉIil(|；保のための分INiUl率が変化
していることなどを論じた。
また，トラジャの水'１１形態は，UmaGaranto，,ＵｍａＭａｎａ',ＵｍａＴｏｎ‐
gkonallと'1平ばれている社会｢l<｣役割を111っている水ｌｌ１とｲlBl入所ｲ『の水1[Iが
ある。このような水１１１形態のﾉｉＬで地主と小作の関係も成立している。トラ
ジャ社会全休をみるならば，多数を,liめる小作＝ＴｏＰａｒｉｕの最低生IiiIiを
保障しつつ，労111Ｍ亨でもあるＴｏＰａｒｉｕの資質や技術をいかせるような競
争.､側1をとりいれて分配を行っている。
本論では，このトラジャ社会の幟造を概観し，トラジャ族，トラジャ社
会の特徴である儀礼に係わる交換の力法を試みたい。また，トラジャ人に
とってのIll1i他の象徴である水牛は，どのようなlll1i位でIllli値が決められるの
か，その上で，水'11と水牛の交換の突際を腱MHしたいと考える。また，水
牛とその他の家禽，例えば豚や鶏などは，トラジャ社会の''１では，それぞ
れ相応のIilli伯をｲﾋ『し，財の交Ｉｊ(Ｉとしてｲ『効であり，この点も一部展開した
いと考える。
このような論の雁Ullのなかで，llHiiilt族といわれるトラジャ族は，jll1n：
扶助を基本に儀礼を'3ｔ正する|云統社会ではあるが，その内実は，一つ一つ
のjjiLⅡ'１，換言すればトラジャi19Ilill度の''1で暮らしているということを１１１１解
するという'二Ｉ的がある。
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Ｉトラジャ社会の基盤と変容
はじめに，インドネシア共#|Ⅱ正|，ilJスラウェシ州タナ・トラジャ県は，
奈良県ほどのi(li枝であ')，大きく，リ｢L南部，リiL央部，県北部，県ilLi部と区
分けすることができる。県央部に近い県１h部，UiL央部は１丁政と商業の｢１１心
地ということもあり，ここを中心に'五|・県の観光開発が行われた(2)。UTL北
部は，急|唆な2.3000メートル級のｌｌｌ々を]I[〈県1ﾉﾘでもさらに'１１岳地域であ
る。リfLiLi部はりiL北部と同しように''１舟地域であるが，UTL北部よ')は平』11部
が多い地形である。また，ママサ県(3)と接し１Ｍ在ママサ人といわれてい
る人々のオリジナリティはトラジャ族であり，文化的に揃似点がたくさん
ある(4)。このように県|ﾉﾘでも地形(l<｣，文化的に地域的差災があるが，農業
を生業とする農村社会であり，特に地域(19特徴が農村社会のilill度に影響が
ある場合をのぞき農村社会として論をすすめる。
タナ・トラジャ県人｢|は，TallaTorajal)alamAllgka2003年によると
425,785人である。これは，199011ﾕ代，３６刀人から38〃人で推移していた
人口が2000年にな')，400,000万人を突破して｣棚Ⅱの一途をたどっている。
１１柵層での人1二1増力Ⅱ比率は，０歳児～４歳児が余人1=1の10パーセントを占
め，この(１１１び率は400,000万人を超えてから，伽|ﾘｌｌｉｉ調に１０００人ずつ増加
している。このｲ''１ぴ率はｲﾄﾞ齢層で表すと底辺が腿い三/(1形とな')，子供が
多い典型的な形を示している。
1990年代後半から2000年までの人1二１１勅ⅡのⅡ'1秘には次のような特徴があ
った。
インドネシア政府主導の観光|;'1発は，バリに次ぐ鋪この観光地として指
定し，開発事業を行ったため，インフラの充尖，大型ホテルの建設など経
済活動は活発になった。その結果，観光客が｣M力l'し，棚光関連の事業での
現金収入をｲﾘLられるようになった。社会全休が大変iili気があった時期だっ
た。このときの特徴の一つには，トラジャでの机光関迎での]蛾を得ること
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や，帆光客をjl;ｌｌｆにする'1,1脚iい，ベチャ逆転手など他UiLからの}I|稼ぎ打や
移作行が増えた。この結采トラジャUTLでは，これまで人口が約360,000万
人で11(；移していたが，約20,()()0人の｣川||があＩ)３８(),0()()万人になっていた
のだった。それでも380,00()〃人を超えることはなかった。インドネシア
の政治・経済危機で脱)IC客がlili少したが，人口の惟移はあま')変化がなか
った。
2001年ＮｅｗＹｏｒｋの同時多発テロ，バリ島デンパサール州クタのディ
スコ燃破でのオーストラリア人が多数ﾀ|」んだ事件，ジャカルタのホテル燃
破，バリ島ジンバランのレストラン燦Iilkなど机次ぐテロの脅威で観光客は
激減した。もちろん，この彩郷はトラジャ県にも及/しでいた。しかし，こ
の時19|，タナ・トラジャリiLでは2001ｲﾄﾞより人'二|が噌力Ⅱし始めた。これは
2004年まで続いていた。（表１参１１(1)
タナ・トラジャ県の地勢，標高600ｍから1600ｍのIlIIlll袖地の地形から
考えればトラジャは決して|ｿ|:作i(1i横が(Ⅷi枝の約１０％（細'112005年）で，
肥沃とはいえず，米の供給が１分ではない(5)．タナ・トラジャルLでは，県
央マカレ，ランテパオ，サンガラ，サンガランギ，リTLilj部メンケンデック
は水llIim積が多いが，リ,L北，リAilLi部では水Illmi横が少ない。これに代わり
県北，リiL西部では，コーヒー，カカオ，丁子などのIliiliillI川換金作物が多
い。水'１１は'三１本の平1ＩＩＩ部のイメージではなく，水lIIの'１１に巨大な岩石が11陵
がっており，IIllllが多く，決して耕作lluとして好条件ではない。したがっ
てnii記の特徴とは逆に，トラジャ県から州都マカッサル，ジャカルタ，マ
レーシアなどへのⅡ}稼ぎが多いjilL象が一般的であった。トラジャUTLの｣也勢
から'''1察するに，水111耕作i｢[i{l'iのｌｌ１度から人|」を維持するためにはｌｌｌ稼ぎ
によることが地勢のバランス|x必然であったといえる。｜ﾀﾞｌ|えば，県内の'１１
間地の'11を切')崩して耕地Ⅱ'i横を政策｣ﾐｲ了えば》'１だが，このままの状態で
は，平1111部の|ｌ(度まで耕作している状況を改稗することはできない。
このような状》l』て､人口｣Ｗﾉﾉ'1が碓移するのは，111稼ぎ地から戻ってきた
人々もあるだろうが，農業ｲl:会JiE雛がﾙlIi侍きれていたことと，維持してい
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トラジャ県の各Kecamatanの人口，耕作面積，収穫量，１人当たり米の確保量表１タナ
■i[］ Ｉ 
Ｔ()raj2lﾀｰﾉｰ・卜
二
Hz 
１１１所：ＴａｌｌａＴ()raj【１１)alalI}AIlRka,CeIltl･alBo&ｌｒｄｏ〔Smtistico(Tal】【ｌ
資料に」lLづき料|ⅡⅡ作成。
注ｌ：収穫量は籾米のことである。
ラジャリA統計１両
〈傾向にシフトしているのではないかと考えられる(6)。１Ｍ状で､は，観光開
発成功の象徴でもあった５足ホテルはＨ１鋏され，売Ｊ《'1されたものもあ
る(7)。旅行社は）j凡棋の縮小を余儀なくされた。このように糾光|對迎事業に
劇的な変化があるなかで，農業雄轆は崩れることは無かった。もちろんト
ラジャ社会は農業を生業とするのであるから，JiL盤が崩れることはなかっ
たという要|人|はあるが，観光l）M発の誘ﾘ|，それに続く観光|刑発の停滞はま
ったく社会蛾盤に影靭をリえていなかったといえる。トラジャの農業社会
於盤は．逆にこのような'正'１人}の急激な社会変化のなかで，人１１｣杣１１現象が維
持できるような|ﾉl実をもっているのではないかと考える。
Ｋｅｃａｍａｔａｌｌ <lｉ 
(人）
2003｛１２ 
(人）
|ｿ|作i｢lihli
(Ｈａ） 
収仙'1t(１）
(Ｔ(〕'１）
一人』たI）
ＩＷｉｉ保hit(to')）
Bonggakaradellg １１．８１(） 1１．８３７ `１．()`１３.`'３ 0．３４ 
Mellgkel1dek `１５．２(） 4９．９２７ ７ ３ ５ ● ０ ～ １３．２３`１．８３ 0．２７ 
Sangalla， ２５.()１１ 2２．２６４ 1１．２７６ １２．６５Ｌ９３ 0．５７ 
Ｍａｋａｌｅ ４９.()５ ５１．０１４ 1２．６７７ ０ ５ ｙ、５ ● ５ 0．１１ 
Ｓａｌｕ pｕ tti `１６.`1６ ３４.()3３ 4３，３７３ １１．５６２.()６ 0．３４ 
ＲｉｌｌｄｉｌｌｇａＩＩｏ 33.73`Ｉ 3５．９８９ 47.0()0 ９.()8０．８４ 0．２５ 
Ｒａｎｔｅ pａｏ ３７．８`1５ 4５．２２８ 3.50(） ８．１９５．８０ 0．１８ 
Sallggalangi `１１．８６１ 3３．５８０ 10.0()(） ８．３１７．１３ 0．２５ 
Seseam 2３．５３９ 2４．５１０ 9」７５ ８．８２１．３`Ｉ 0．３６ 
Ｓｉｍｂｕａｎｇ 1２．３５５ 1５．９８２ 36.084 ３.()0(i､00 0．１９ 
ＲａｌｌｔｅＴａ ｙ(） 2３．６７６ ２７．７`１６ ２１．(） ７．３()３.()０ 0．２６ 
Tol1dollN ａｌｌｇｇａ 1&’ 1７．６１５ １９．７３６ １２.()()(） ９.()１２．９(） 0．４６ 
Sa'dallBalllsu ６ 2０．５６１ 12.70(） ７．５１`１．８８ 0．３７ 
Bittual1g 1８．２９４ ２９．８()`Ｉ ５.`12()． ０．３０ 
BuntaoRalltel〕uａ 15.08`Ｉ ｌＬ`１３`！ ８．５５３．０２ ().５７ 
Ｔｏｔａｌ )8８．１３９ 425.785 320.577 １２２，３２３.()１ 0．２９ 
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次は，トラジャ社会は，ｊⅢ、扶助をjlIiL兎し，先ｲ||からの儀礼の方法を蹄
襲し，先ｲ||から受け継いだihli床式)i}形家雌＝トンコナン，ｉｌ１１ｉ味式舟形米
倉＝アランnlt列する集落に住むIZii統的社会である。この社会|ﾉlで多少の
変化が起こっている。
まず行政区分の枠糺Iみの変化である。Kabul)atallTanaToraja（タ
ナ・トラジャリ｢↓）その下にKecamatan（District）15,Ｄｅｓａ（Villege）１１６，
Kelurahan(Wards)27,Dusull/Lillgkullgan(０１℃hard/Circle)８８９である。
Kecalnatan（1111）の数は198()年代９であったが，1996年13にな')，２００４
年は１５となった。一方Ｄｅｓａ（村）の数をみると，1998年229あった村は
116に約半分になった。また，村をIWi成していたDusunの数は多少増加し
た。Dusunを理解するには，例えば，｜]本での村よ')小さい字，または
集落，組などと考えるのが適当である。Dusunの)jM模はそれぞれ違うの
で字，集落，$11などの機能に該1Liするだろう。この数は1998年789から889
の増jlIであった。この変化は，村の機能が一方ではDusunにiIllI分化し，
Kecamatanというよ')大きな枠組みのなかで統合されていったことを意
味する。一方インドネシアの近代化の枠糺Iみの統合の影響をトラジャネI:会
においても余儀なく迫られてされているということであ゜しかし，伝統的
社会であったトラジャ社会での村の機能が1111で統合されると行政側の指針
が機能しやすくな')，Dusullが増えたとはいえ，ポlll分化されたDusunの
機能はいずれDusunどうしが統今されKecalnataIlの「に統合されてい
く可能性は入きいだろう。これまで])usunで枇成する村，KepalaDesa
村長のもとに統IlillされていたlllIll1的)jM模の伝統社会の機能が徐々になくな
るという(ljlliLIが読み取れる。例えば，県央で行政の''１心地であるマカレで
は村の数は18から２へ，商業の中心地であるランテパオは６からOになっ
た。この点はトラジャの伝統社会の１１１で今後どのような変化が生じるの
か，追跡していく必要があるだろう。
リiLlﾉlの１１１ⅡＭ１:地，特に県央，県南部では，イド伽こトラクターの導１入がみ
られるようになった。１Ｍｲ[ミトラジャ社会では，水牛は葬儀の時に幟牲に
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し，殺すために飼育しているが，少なくとも1970ｲﾄﾞ化水牛は水Ⅱ|耕作に
使役していた(8)。川ｲEは，水牛を耕作のために仙)Ⅱせず，ほとんどの水Ill
jli)|:作は人１１ﾘh戦術で行っている。1990年代からﾘiLimトハＵｉＬ火でトラクターが数
台みられるようになった。それが，現在は山町ＩＪ，リＭＬを'二''心に以前よ'）ト
ラクター導入が多くなっている。だがトラジャル↓全休としてみればその導
入は少ない。トラジャの地形は’'１１Ⅱ１１が多く，そのIⅢ１１１１いけ座ｲ;[|統，ＩｌＩ:金の
lLl保に使川された')するため，棚|[|のiii枝がIii<端に'|､きいものもあ')，ト
ラクター耕作には適していないというのも1111[||である。耕作而横が区分け
されるため，機械を仙)1)できないのが現実としてある。しかしり,L央など
lIlIlMr地で県|ﾉﾘlIIlji他よ')広大な平111r部ではトラクターの導入が始まっ
た。この点は，UiL央部にＤｅｓａがなくな'）Kecamatanが多くなっている
ことと重なる（'1分もあると考える。
県央，県iljWllの地主の'111き収')では，′|､作を)､1うかわりにトラクター導
入をしたほうが，どんなに合理''１９であるかと認i紬しており，実行している
地主もいる(9)。また，小作を)ｎ１う代わりにトラクター導入を考えていると
いう地主もおり，今後，トラクターの導入はIiL火，平Ⅳ部では進むのでは
ないかと想定できる。また，’１１稼ぎに行く習１１４１が比較的｢1['三lに行えるの
で，県央・県南部では，’１１稼ぎに１丁ってしまい小作として労Ｉ！lﾉﾉｲillii保が難
しくなっているというのも１Ｍ笑である。－力，地主がトラクター導入を考
えるのは，1990年代後半でのiMIbllH発時の賃金支払いや，１Ｍ金収入生活が
浸透したこともあり，小ｲﾉiﾐに|]当を現金で支払う'111行が一般化して，賃金
も毎年上ｹ1.するので，それならトラクター導入が合1111的だと考えているこ
ともある。いずれにしろ，トラジャリ,↓|ﾉﾘて､の｣山城錐を考慮しても近代化の
流れの'１１で変化を余儀なくされていることは(M1災である。
Ｈ伝統的水田形態
タナ・トラジャ県での訓JIKは，県央の水111m}i1iが広く平１１\が広がり，米
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の収極誌が多いRantel)ao，Makale，Sal]ggalangiを'''心に始めて，llI地
ではあるが|Ⅲ11の広がるSesean，Rin(1ingall(〕ヘと進めていった。聞きｌｌｌ
ｌ)は主にその地域の村長や地主をＩ''心にｲ｢った゜
トラジャ社会ではこれまで水|]|は，ＵｍａＭａｎａ'，UmaTongkonall，
UmaGarallto，,Ｕｍａｌ)ial1llaとlljPばれる伝統的水１１１がある。
１．ＵｍａＭａｎａ，（ウマ・マナ）
トラジャ社会でＩＺｉ統ｉｎにⅡ]緒あるclallのＢｉｇｆａｍｉｌｙが介意に基づ
き，あるBigfalnilylﾉﾘのある家族の優に，ウマ･マナを所有する椛利
を与えるものである．この権利を`受け継いだ長＝打は，家族のために
この水''1を耕作することができる。この椛利を受け継いだ長は，家族
のLkiili，食事，儀式にこの水Ⅱ|を仙川できる。水'１lよ')の収穫物はラ
ンプ・ソロ＝葬儀，ランプ・トゥカ＝祝祭儀礼にＢｉｇfamilyがIilj)Ⅱす
るのが１%(Mllである。
この水lⅡを受けﾙ|)|(いでjljl:作しているＴ､Sarungallo氏はｃｌａｎのｌｌ１
よ')選ばれてウマ・マナの↑剛1を征され'ｿ|作していた。このウマ・マ
ナはすてに２５gelleratioll以－１ﾐﾘ|き緋がれ管1111きれていた。もし，
SaruIlgaⅡｏ氏がこの選ばれた踵をi梓めた場合は，ウマ・マナはｃｌａｎ
のもとに返却される。Sarungall()氏によると，’41分たち家族のＬＭＩｉ
が保障されるかわ')に|ｿ|作し，符｣Ｗ~る義務がある－枕の保険と考え
られているとのことであった。
２．Un1aTongkonall（ウマ・トンコナン）
トラジャ人はｃｌａｎのll1l4l集lillのⅢ>'□の家をトンコナンと'1平ぶ。こ
のトンコナンという意'１ﾉﾄﾞは，トンコナンという伝統ｉｎ家屋の１１乎称であ
り，家系のシンボルである。これと|可なの水１mで，｜皇１分たちの家族の
ために仙川することがて､きる。平均的には２ｈａくらいの広さがある。
1lb主は女'ルルｌｙＭＵｊで､ある。Sarol]gallo氏はI］親から相続した水ＩＨＩ
をウマ・トンコナンとして↑剛!|ｿ|:作していた。
３．UmaGarallto，（ウマ・ガラント）
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紺ﾉ1Wしてから新しい家を作るのとlii１じょうに新しい水|Ⅱとして機能し
始める水１１１のことである。例えばＡ氏とＢＴ･が紬A肝した場合，お互
いが水'１１を持っていた場合，その水１１１をひとつにしてウマ・ガラント
とする。これはlRellerationに限られるとのことで､あった。
４．ＵｍａＤｉａｌｌｌ]a，（ウマ・デイアンナ）
現在，このウマ・デイアンナという水'11はｲｱｲ|Ｌないということで
あった。インドネシア共ｲⅡIJI|はスカルノ政椛からスハルト政権，つま
り共産主義政椛からスハルト政椛に変わったとき，共ｌ１ｉＥに義的機能で
あるということで)|ｼﾞ式｣土消滅した。これは，共ｲ]Ⅲて､あり，質料を救
う意味があった。収機物は貧特に与える役i1il1を持っていた。Saron‐
gallo氏によると，ウマ・デイアンナはウマ・トンコナンとして名前は
ｉｉ１ｊ減したが，機能はｲi:ｲ|;しているとのことだった。
Sarongallo氏から|州|き'１１１）をした当時，1999ｲﾄﾞ，２()()(M1ﾐ，2004ｲﾄﾞ，
SarongaⅡｏ氏はウマ・ガラントを1.51]a，ウマ・マナを２ha，ウマ・トンコ
ナンをｚ５ｈａ所ｲ丁していた。
SarollgaⅡｏ氏のように背から水|Ⅱを所ｲ『し，これをｲﾋﾞi;｣i1l1・緋ｲﾉ|；してい
る稀やIILｲ！[公務員であっても水}[|を所ｲ丁して小作を仙役する折もいるが，
いずれにしろ，管川はＪＲﾂﾅ側であるとのことだった。水lIlで働く農夫のI助
きを↑測川農夫の能ﾉﾉに応じた(l:事を与えていくのＭ１:ｌＷ１ｎ仕二擬であ
る。また，農夫のrf金文１１､いをlMrで行うこと，賃金設定をどうするかな
ど↑測1者には↑剃lLW)悩みがあった。
SarongaⅡｏ氏の水111では，ｌｈａで約110人の州１１ﾘl役人であった。ｌｌＩａの
水'１１からは約３トンの収極があった。この水Ⅱ|でI11ilく農夫はOrang
mabinkungumaと１１W`ばれ，機械は－切仙１１]しない:Ｍｉ業労Ⅲ者のことで
ある('０)。この農夫の''１でWli)|:作能ﾉﾉの低い椅は，lIl起しにlnlした')，｝'１
植えにまわしたりする》|;11断は地主が行っていた。
トラジャ人の米iiWIthtは北附にii2li〈，ＩＨＩき取り洲杏のﾎｉＷ:，－'三1平均約
500グラムを食べる。Ｉｸﾘえば，水'11労I1IiIで州勅が激しい時は，二人で約1リ
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ツトル，’１１J部に住み州lillがあまり激しくない称は，３から４人で平均約１
リットルを食べる。トラジャでは1lx極した12ｋｇの籾米から平均約７ｋｇ
の糀米ができる。これを計獅:すると，一般iI9にトラジャ人は一人あたり３５
ｋｇを二ヶI1で食べるので，一人当たＩ)年''１１米のWpijTl:は210ｋｇとなる。
このようなトラジャ人の一般('りな米のｉ１ＷＹｎ:を考えれば，リｉＭでの水１１１か
らの収極では米のｦif船はjlllLいのがIilU災である(１１)。（表ｌ参'1((）
また，このような一般１Ｍiでの米の1111賛とは別に儀礼での米の消費が力Ⅱ
算される。サモアの結蜥式では招待客一人で食べきれないほどの食事をだ
す。（'''水l996-p47-8）サモアと同じようにトラジャの儀礼では，誰で
もが食べることにiil'１i足することが大斗jl:であり，il1i費最が多い。一方，伝統
的に'11紺あるｃｌａｎは，このｃｌａｎの下で111ﾘlく人々の舷{Ｍｺﾞiliを保障するこ
とは1111例である。このようなことから，｛云統ｉｎ水11|形態，ウマ・マナ，ウ
マ・トンコナン，ウマ・ガラントはともにこれらの維持ができるようなシ
ステムをIilliえているのである('2)．
この他に(|/i1人所ｲ]・があるが，特に伝統ｉｎ水}１１形態がトラジャの伝統社会
基盤を保障し，水|]1所ｲTと儀礼との関係は双ﾌﾞJともZF(要でどちらを欠くこ
ともできない事実がある。特に，ウマ・マナの水'１１耕作の機能はこのこと
の象徴であろう。
Ⅲ伝統的価値と価値測定および決定
トラジャ社会を型|ﾘﾘﾉ1（するには，トラジャ人およびトラジャ社会が共jUmし
てもつIilliI1'【I｣i唾ＩＩｉを知る必要がある。まず，貨幣総済以1iiの物々交換のシス
テムがIiM：凹三きているという前提を｣1Ｗすることが飾一である。
トラジャ社会において肢Mlli値がi1li〈，トラジャ人のIWll；となるものは
水|Ⅱである。この水Ⅱ|のI111iIIhを客観的に〕iＩＭＩけるには他の媒介となるIllli値
を代特するのが理iW1化やすい。つま')，水lllのように1吋Hli1;Ⅱ統などで，Iilli
値の交換や分IlIUlが行われるのではなく，「|常il9に(111i他の交換の基本となる
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ｂのが必要である。これは，トラジャ社会では，葬儀の時に犠牲となる水
牛である。トラジャ社会をiili気づけているのも，この水牛とのImiIiIの交換
である。
この水牛についてトラジャ社会が特殊だと考えるのは，水牛のランク付一
けがなされ，ランク付けは色，柄，人きき，／(1の長さなどすべての交換要
素を〃Ⅱ味しているからて､ある。また，水と|臭に続き豚Mlli化がある。この豚
も伝統的な人体寸法にてそのIlli値が決定される。
水牛は次のようにランク付けがなされる。これは水牛の色と模様，模様
の位満と品などによるものである。
1．TedonBulan 雌まれたばかりの小さい水牛
２．TedonLotong黒い水牛
３．TedonTodi無で額に'２１の模様が一箇所だけある水牛
４．ＴｅｄｏｎＳｏｋｏ， 黒で背''１がE1い水｣'2
５．TedonBonga 肌首，１｢などに|と|い斑点模様がある水牛
６．TedonDotiに|い斑１点が体'１]にある水牛
水牛のランクは１番から６番になるほどIilliI1(〔が高い。実際には，５稀の
テドン・ボンががIilliI1hの高い水ノトとして認知されている。この水牛のjliiH類
に水２１２の/Ｉの長さを川ILkされる。
水牛の何の長さは伝統｢１９に次のようにilll'られる。
１．SangLengo 掌の長さ
２．ＳａｎｇＰａｌａ 掌十Ｗ)こぶし
３．ＳａｎｇＰａｌａＬｅｋｏ掌十Ⅲ1より少し、iまでの長さ
４．ＳａｎｇＳｉｎｇｓｉｋｕ 単十ルIの長さ＋ｌｊｉｌｌ）こぶし
水牛はこの薙本的なIilli仙の決め方に，体１１１，毛並み，光沢などがjjll鱒:き
れて水牛のIlllillhが決定されるのである。トラジャの水牛の/(}の長さの）i凶(；
は２のＳａｎｇＰａｌａを標準としている。
これらの水牛のIllli格を次に比較してみたい。
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表２水牛の種類と価格
M岬川’'１Ｍ
I|})ﾘi･：ｌｌＩｌきllXり調JIf盗料をｊ,Lに，〉iIlIlll作成
Ｔｅ〔lonSoko’は現ｲｉ２あまりこのIii剛(はみられない。繩緬が少ないから
Iilli価が高いということではなく，TedonSoko'よl）もTedonBongaのほ
うがIiIli値がn9Iiいので，TedollBongaの艸及が多くなる。水牛に限らず，
家禽でのLlli紋がでたり111なかった')するのは毛色そのものとはyllの遺伝子
に支配されている。（1111群・ilLilⅢ９８１１)80-81）つまり世伝子を維持し，こ
の極の交WIUlはとてもｊ１ＩＩＬいのでトラジャ社会のなかでは必然i1OにI111i格が_Ｌ
がっていくことになる。
水牛のI111i格は，ｉｊｉｉ述した水′|ﾕの計illll方法で，Tedol1Loton，ＳａｌｌｇＰａｌａ
(無い水牛で/(]の1畳きが掌十握りこ』§し）を）i馴(iとするため，この基準Iilli
絡に角の長さ，イ'Ｍ１(，光沢，などが))||算されて計鰊:されていくのである。
また，上記のIllli格も一定ではなく，平均的Iilli格であってlihl定ではない。水
牛のI1lli格は，水ﾉ|:11J場において競りにかけられ，売り手と買い手の取り|が
熾烈に行われるからである。
しかしながら，１２記Iilli格でもわかるように，テドン・ボンかは他殿が高
いこと，211:まれたばか')の水牛のIIlli絡が近年向１１１１$しているのがわかる。
次ぎに，この水｣|:のlllIi格がいかに商いものであるかLliﾊﾟIi必需,hliとの比較
をしてみる。（衣３参1M!）
この生iili必f/,；,１，１，のliIli格だけをみると，2004ｲ１１史の物Iilliの｣二外がみてとれ
る。一方iliiiillWlであるコーヒーⅡ（アラビカ側)(ﾙ')は，インドネシアの経
水'卜の(1脚（ 199()〈'2(ルピア） 2()()Ｊ１ｲ１２(ルピア(１３)）
'|､c(1()llBlIIall 7()(),()()０ ３．５()().()()(） 
〃 I､C〔1()ＩｌＬｏ(()lｌｇ １．２５().Ｏ()(） ５.()()().()()(） 
'１，(!｡()１１'1,()｡i， ３.()()().()0(） `１．５()().()()(） 
'１，(〕｡()l】Ｓ()ｋｏ， ６．５()０.()()(） ５.()()().()()(） 
Ｔｅ(|()llBollga 5.()()().０()(） 7.()()().()()(） 
Ｔ()(|()111〕oti 00().()O(） l().()()().()(|(） 
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［ 2,500J 1,00(） ４，５００ １０，０００ １，２００ １６，()()0 
１１|所：ｌｌＩｌき取り説1＃餓料を」,LMllllll作ｌｊ１ｌｉ
済危機後，スハルトファミリーのilJ場独,liから脱して農民がTIT場にて|当'１１１
に売買することが出来るようになったこともあ')，輸出１１１農業生厳物Illli格
は上昇した。ｌＭ２はI11Ii格が比較｢19に疫定している。また，当時，カカオ豆
を'4|[１１にTl７場に出せるようになったトラジャ県北部，北四部ではコーヒー
からカカオにＬＭｉ転換する農家も多かった。そのＩｉｌ徹は一枕のブームとい
えるようなもので，111林を切りllllきカカオの水を柚えていた。もともと県
ilLi部，県北ilLi部はカカオをL|ｉ産していたこともあり，これまで所有してい
た'11杯をさらに切')開いてＩｉｌＩ【林していた。またliil時に，丁イ．（クローブ）
の１１丁場開放で県i柵'1では，丁子の水をIluえる腱家や丁子プランテーション
に投資する他県の投資家まであらわれるようになった。
１１記のLlii1Ii必需,h１，に比べると，水牛のI111i格がいかに高いものか川ﾘﾉ11でき
よう。水牛はiiil記したように，：ｌＷｌｉ，水Ⅱ｣での仙役をさせないので，水牛
飼育の維持やこれにかかる人件YYは大変なものだと考えている。水牛は，
もっぱら葬儀において蟻W|：のために殺きれる。また，ｆＩＩ:金の返済が葬儀の
場において水牛で行われる慣脅があり，水牛は他の物に代将できない資取
なIilli仙基ＺＩ(iである。トラジャ社会では水牛は貨幣と|可じ役ilillがあり貨幣以
_liのＩ１１ｌｉ値を有するものである。
ｆ'１ １１ １１１１ lli位 I999fl： 
(lli位ルピア）
20()０《l：
(ルピア）
2004H1： 
(ルピア）
*i1i米 l1iter ２，５()()～３，()()(） １，７()０～２，００(） ２．５０(） 
liK １１Ｗ Ｌ７５(） １，０()()～１，２()(） 1.0()(） 
砂糠 l1iter ２．５()(） 2,50()～３，()0(） ．５０(）
コーヒー〕｢バアラビカ棚） ｌｌｉｔｅｒ 3().()()()～4().()()(） ２５，０()０～３０，０()(） 10.00(）
ケロシン（灯１１１１） ｌｌｉｔｅｒ 5()(） 5()Ｏ～６０(） Ｌ２０(）
ココナツilll Ｉ１ｉｔｅｒ ３，５００～4,0()(） ３，５()Ｏ～`1,0()0 ６.()()(） 
鶏 －１も 2(),()()０～２５，()O(） 2(),000～２５，()()０ ３０.()()(） 
9'１ lIlAI ()～１．０００ 7()０～１，()0(） 1.0()(） 
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次に水牛に比べるとIllli値は下がるが，儀礼においては葬儀でも祝祭でも
無くてはならない豚の計i1I'|方法とそのIilli格を次に述べる。
ｌ隊は，水牛と同じく，大きくIEいものにIll1iIilIがあるが，計ilIIlは豚を寝か
せて豚のほぼllnlnll)をillllる。そのため，豚の計illllは掌でi11llることはない。
１．ＳａｎｇＳｕｓｕ 手をのばし，手の先から片方の乳までの長さ
（右手の先かlM1111Iの乳までである）
２．SangMapiak 手の先から体の中心までの長さ
３．SangDuangSusu手の先からIlij力の乳までの長さ
（左の乳までの長さである）
４．SangMatere手の先から脇の下の長さまで（約1ｍ）
５．ＳａｎｇＤａ'pa ilii手をMllいた手の先から手の先までの長さ
この豚の計ilIll法ではかった20()4ｲ｢の豚のＩ１ｌｉ格は，次のようになる。
表４伝統的計測法に基づく豚の値段
}'１所：訓在盗料を恭にﾙ''''１１作成
トラジャ社会では，豚もまた，儀式には必要である。豚は水牛市場のあ
る'三|に同じ場所で売買される。子豚は農夫が袋に入れて|生|由に売っている
が，その(illi格は100,000～20(),000ルピア位だった。ＳａｎｇＤａ'ｐａ以_上の
豚('5)もいるが，このように大きな豚は祝祭儀礼に仙)|]することが多い。
祝祭，葬儀，どちらでも豚は他１１Ｉするので取り|はiiIi発である。また，各家
族で豚を飼育しているが，豚には残飯は与えず，芋の葉と茎，バナナの楽
伝統的計i'''１法 １１茨のIllli格(ルピア）
Sａ 、９ Ｓｕｓｕ 400.()0０ 
Ｓａｌ１ｇＭａｐｉａｋ 45().()0０ 
Sal1gDuallgSusu ０．０()０ 
Sａ 119 Matel･ｅ 60().()0(） 
1１９ I)a’ 1〕ａ 3.000.000 
トラジャ農村社会の伝統的・Ilill唆的特徴 259 
と葉など－度湯がいたものを与え大切に飼育している。
しかし，豚Ｍｉ活必需,'11,に比較すれば１m格は」I:'i1ｹに商い。飼育にかかる
YY1l]，人件Y1iを考えれば，大変高い商,ｈＩ１といえよう。ただし，豚は水牛に
比較すればランクは下で，水牛は水'１１とのＩＩＬ|:金の交換に仙１１１されるが，豚
がこのようなⅡ的に仙)'１されることはない。
豚について敢要なことは，様々な{云統的なﾂﾅI1Hl1の場で殺され食されるこ
とで支払いの一部を代赫しているということである。例えば，葬儀会場を
造る作業では，豚を殺し食事としてだすことは相互扶助作業では通例であ
り，これは作業報酬の怠味をかねていることを考慮しなければならない。
伝統的建物＝トンコナン建築作業でも'711じょうに豚が殺され食される。こ
れも労働報IIilllの一部である。このように豚は水牛に比べ，’１'常生活の'１１で
札１瓦扶助の報111)'１の一部としてＭＴ効活１１]されているのである。
Ⅳ伝統的交換方法
III章で示した伝統的IllliIilh〔とそのillll定，決定を理解したうえで，これがト
ラジャ社会のなかでどのような方法で交換されているのか，また「交換が
あるのかについて述べる。
生活必需,h１，のIilli格で示したように，物(illi変動は，トラジャ社会のみの要
因ばか')ではなくインドネシアの近代化，政治絲済状1)Uとリンクしてい
る。したがって，水牛や豚のIilli格が変動することはある。しかしながら，
水牛や豚のIilli伯のランク，意|床が変わることは伽い゜
トラジャ社会は伝統'''9儀礼を亜んじ，朴|亙扶lIljを蜘雌に社会が成立して
いる。また，農業社会である。伝統的Illi値基i((iや伝統的儀礼が社会の'''心
である場合，貨幣で支払われるよりぃ伝統的Illli｜ihJif準でもっともIllli値の高
い物で支給されることが社会的合意であり，実態である。
例えばＡ氏がどんなに金を持っていても，そのままではIilli値はトラジ
ャ社会では低い。Ａ氏は，Ｂ氏が喪主である葬儀において，テドン・ボン
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ガをＢ氏に供'１)したとき，Ａ氏の貨幣はトラジャ社会の'１１でその(iili値と
Ａ氏の１吋力を公的に認められるのである。また，Ａ氏はＢ氏に対して11ｲ・
力を誇示できたことになる。
物と物を交換することはトラジャ社会では大きな意Ukがある。したがっ
て人々はトラジャ社会の''１でl111illhがある「物」を報iIi)１１として求めるのであ
る。その例をいくつか示したい。
１．トラジャ社会で､は葬儀の後，風葬にする。その場合，蕊はトラジャ
のl也形的特徴である岩盤を判り11!いた')，また，粉ｲ1を剃り貫いて造
る。その時のｲ三｢ず［の賃金は現物支給である。
、'常，料盤を剃り貫く場合，１メートルくらいの人')'二|を造り，｜ﾉﾘ
部は２メートル～３メートル四方の/Wi型の穴を作る。この作業は石二［
が２ヶ)１くらいこの粁盤の近くにilfIま')込み，’二|ら鍛治作業も行いな
がら，Ⅲ)上げる。二人で作業をする場谷もある。
この貸金は水zl:－ｍでiii1i合う。
２．水}11と水牛の交換については，地域，地主，水'11の状態などで交換
比率に差がある。次にそのいくつかを盤川してみる。
Ａイiりらかの靴111でlMrを必要とした場合，水ll1を担保に現金を{|{:り
ると，返金は水ﾉ|:で返す。この場合，リA金を4必要としてもトラジャ
人のｌｌＩ１では水牛と水'11の交換比率で話が進むのである。
例えば１ヘクタールの水lHは，メスの水21:101j〔[に値する。メスの
水牛一IjllのIilli桁は3,000,000ルピアで､ある。
Ｂもし2(),()0(),()()()ルピアが必要とな')Ⅱ|:|）る吻合，水上'二８頭に匹敵
する。水牛８miはほぼｌサワー＝水ｌＩＩに該当する。イ|ｻﾞ金返済は何年
かかるか分からないが孫の代まで借金となる．
Ｃｌサワー＝水111ではなく，水Ⅱ|の一部をｌｕＭこｲﾄ|f金をする場合，
返済はほぼ次のように換算する。
Sallgleng(） ２，０００，０００ルピア
Ｓａｎｇｐａｌａ ２，５００，０００ルピア
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Ｓａｌｌｇｐａｌａｌｅｋｏ３,０００，()()0ルピア
Sangsillgsiku4,000,000ルピア
つまりこのIilli格の水上卜を返済するという懲味になる。
ＤトラジャリiLリンディンアローllljベンテン村，県|人|北ilLi部のlIllli了地
域の入り'三|であるが，ここはI1lllI1が多い。ここではｌヘクタールの
llLl分の－は約テドン･サンパラの2,500,000ルピアに帆jYiI:するとのこ
とであった。
Ｅ当時聞きllYl）したなかで大変lX↓味深い事尖があった。これはトラ
ジャリTLilLiノノママサリiし（当時はポレワリ・ママサ県）にて調査した結
果であった。
１ヘクタールの水Ⅱ|は約3()弧の水』'二に該当する。水牛の標準I111i格
は2,000,0()()ルピアである。したがって60,000,000ルピアとなる。
この場合，もし30,()()0,000ルピアflLI:りたいときどうするのか，つま
’)，水'１１の半分にI;||当する金額を借りたい|Ｎｉはどうするのかという
話であった。これはイ<可能だという|Ⅱ|瀞であり，ｌヘクタールのサ
ワーを全部イルリることが必要である。ただし，返済は水牛l5Ijnでい
いということだった。
Ｆポレワリ・ママサルLからママサ県になった川ｲIzでは，’１１ママサｌ１１Ｔ
を'''心に県庁の処設をはじめ，公務員１iYi今などの述設，これに伴う
インフラ盤I111iが少し始まったものの，トラジャ県と比較すれば近代
化，インフラ盤ｲjlli化は逃れている。一般のママサ人はこのような県
になってインフラの雛ＩｉＩｌｉが進んでいることなどの`Mjl､忠は現ｲIiまだ受
けずに/MIiをしている。ママサ地力は，トラジャ｣也ノノと|可しよう
に，集淵の良を'''心に'1三m扶助をI1iんじる腱村社会である。ここで
は，農業ﾂﾉMiIlf余は次のような標準比率がある。
賃金の標準：
・４リットルの籾米/一'１分
．産まれたばかり，１Ｍiね２１三|後のヒヨコ/一'二|分
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・Ubikayu（111芋）１０本/－[|分
・２１三'''１１の仕事は'|､さい犬一匹
・２ヶ川''1の仕事であれば'１､さい豚－１j、
このようにIilA物支給を受ける。もし1ＭFとして現金がもらいたい
場合はどうするのだろうか。
一'三Iの仕訓は，三嘆の食事十コーヒー三lnl（休憩のため）＋畑蝉
の支給があり，－'三110,000ルピアであった。したがって，食事や煙
草などをjⅢiiI:すれば－''約15,000ルピアということになる。
また，小さい豚，iiii述したＳａｎｇｓｕｓｕの計illll法にもならない小
さい子豚は，41114の鵜と交換が可能である。
Ｇまた，ママサ県ではタナ・トラジャリ,Lに比較すると，葬儀に水牛
を蟻Wliに殺すのは集落の長や伝統｢〃にママサでの名'''1のクランが執
り行うだけである。その殺す数も少ない('６)。トラジャに比較する
と非'iIi｢にプリミティブな伝統的社会形態である。このことは逆に興
味深い交換の実態を調森できた。その一つが犬であった。
標１１(iのメス犬は，４匹のlllli鶴と交換できる。
また，例えばjlll互扶lﾘﾉで水l]1の仕事を行った場合や家を建てるた
め相互:扶助でこの作業を行った場合は次のような支給IfI習がある。
－Ⅲ10人の人が仕事をした場谷：一匹の犬を殺して食す
－人約3,000ルピアの|]給が支給される
例えば，５１三'''１１の州釛を必要とした場合は５匹の犬を殺して食べ
ることになる。灯｢１，犬を殺すのはlMliしい場合は，これに変わる蚤
’二1源をｲM1係しなければならない。ただ，雅準は犬で考えるというこ
とであった。
女性が水１１１で[Ⅱ杣えなど仕事をした場什，－'１につきママサ地力
では女性がIjIiでささえて背負うカゴー杯の籾米を支給されるとのこ
とであった。
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以_[:のように，タナ・トラジャ県と|灘UiLママサリＴＬの伝統i19なIllliIM§準と
交換方法は，近代化の下，社会的な変化があるものの依然としてiilii1lIされ
ている。それは双方ともこの交換が可能な農村社会であるということであ
る。
Ｖタナ・トラジャ県における稲作と分配の慣習
タナ・トラジャリｒＬにおいて非常に牧歌的景観である稲作はとても複雑な
伝統的力法に依拠している。
１．地主と小作の関係
地主と小作は，ＴｏＭａｕｍａ,ToMatesallと１１平ばれている。また地三i《と
分抽'１，作はＴｏＭａｕｍａ,ToMellduleと'１１ばれている。また，この地三ｉｉと
'１､作の関係に農夫ＴｏＰａｒｉｕがいる。農夫は地主にil/1:接)１１１１Ⅱされる場合，
分益小作に雇われる陽介，小作が農夫である場介がある。
地主と'１，作の関係は，先ｲllの代から地主と小作の関係にある農夫もい
る。分益'１､作は地主との関係で非常に信頼される人であ')，皿常は家系の
ＩｌＩからその仕事を請けＩiう場合が多い。分絲小作は地三ｉｉの所打する水'１１の
符理，稲作作業一迎をｲ丁う゜この場谷地主と分飛'|､作との分WIDは50％－５０
％である('7)。また，分維小作は|当|分で稲作作業にかかわらず，農夫を雇
って収穫し，収極の{ｉｉｉ認や農夫への分１１IILだけ行う折もいる。この場合は分
益小作の分配を農夫に支払いするものである。
次の地主と小作の|刈係は，地主の｣山城に'二fから住んで､いる農夫が昔から
地主との関係を作っているものである。タナ・トラジャ県では多くがこの
形である。トラジャでのllllき取りでは，ToMenduleとToMatesanは，
|可じ意味で仙朋しているとの'１１１答が多く，｜可じ|概念で仙１１１されている場合
が多くなっている。しかしながら，トラジャの伝統社会は地域性が蚊〈，
ここではＴｏＭａｕｍａ－ＴｏＭａｔｅｓａｌｌになる。ただし，地主は他地域にも
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水H1を所ｲ『している場合は，ＴｏＭｅｌｌｄｕｌｅが成立する。ただし，そこで)１１１
われる農夫にとっては，雇い主がＴ(）Mel](luleであってもToMatesal1
である。
ＴｏＰａｒｉｕ農夫は，」也主，分益'|､作に)両!われる。農夫は臨時で雇われる
場合，契約で)１１１われる場合がある。股火は一iliii所にli1il執することなく他地
域まで}１１稼ぎに行く。
タナ・トラジャリ,↓|ﾉﾘで工lzUv(|lが多く，なお，行政とlWi業の'１１心地に近い
県央のランテパオ，マカレ，サンガランギでの農夫の賃金の挑移は次のよ
うになる。
表５農夫の賃金の推移
,ＭＷ Ｉ【)【ＮＩｌ
Ｍ･IkHll(, 
ｌｌＩ１ﾘi：lIIlきＩＩＷ)訂脈縦料をﾉ,Lに$||lll作成
なお，農夫には食里１K休憩時のコーヒーや！}'1草が支給される。女性はｉＩｊ
草を支給されない。この地域は，平ﾘﾘﾊﾞ|lが広がる擬かな水Ⅱ]を所有してい
る地主が多いが，逆に人手不足で，農夫のＩｉｌｉ係が大変になってきている例
もある。また物I11Iiの_け卜などで､，賃金はｲＭえ上外しているのが現実であ
る。
このような現状がある_'二に，前述したようにトラジャ人は米のii1YYiTltが
多く，」也三iiはこれを農夫には＋分にllliわなければならないので，地主の'１１
にはすでにトラクター導入を行っている云行もいるしこれを希望するづ行も
でてくるので､ある。
fli度 ||当（ルピア） Ｉ１Ｉｌｉｼｹﾞ：地域
flK ８.()0０ I（(ｐＩｃｌ《esll
2()()Ofli １５.()()０ Sesean 
2()()()flA 2(） 
１５ 
()0０（〃|ｿ'1）
00(）（女`'''1）
Ｒ【lnleI)〔
2()()Ｉ｛|： 15.0()(） 【lｋａｌｅ
2()()`l｛|： 2(） 
１５ 
()0(）（ｿ)`|ｿ|;） 
000（女ｆｌ:）
I〈(1ICI〈esu
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２．稲作工腿と分IWu
タナ・トラジャリ,↓における伝統的水Ⅲ|ﾘﾄ作では，リットルやトンの概念
を便川することはなく，Ikat＝イカット＝束の概念を仙１１Iしている。イカ
ットのiii位は直径約３ｃｍほどの小さな束をIkatKucil＝'１，束としたもの
である。農夫はこのlkatKucilとこの'１，束を５束まとめたIkatBesarと
を区別している。股火の労liIiTiはこのイカットを蝋Viに決められる。′１，束
を蕪ill:にするか，大束を）i馴(iにするかは地域によって違っていた。
タナ・トラジャ県における稲作は次のように行われる。
タナ・1,ラジャリiLl人Iでは，lllllMH地で平1Ｗが広がるUiUU也域では稲作は，
年に21ｉ１ｌから31回|収穫できる。この｣也域の稲作風景は，ｌｌＩＩ:ilIえをしている水
111と)<１１１)入れをしている水Ⅱ1が|灘合わせになっていることも珍しくない。
トラジャ語でⅡ平ばれるPallta'nakan（iIl1i作l)）に約281=Iから301三''''1を
必要とする。この1'１１i作Ｉ)の労Ⅲ投入は約２名からﾙｨﾉiである。次にPariu
(ｌｌｌ起し）の労llill役人は約20名必要になる。Mantanan（lIllllIえ）は約３０
名，Mepare（稲)<'１})）は約40名が必要である。
Ｉ]1杣えば女性が行い，）<lll)入れはルド|；が行うのがjmlﾀﾞ||である。しかし，
現在，ll1Iilljえに女性だけではなく外性が一紺に行っている｣j勘合も多くなっ
た。また，）<''１)入れは|云統ｉｎには稲を机()<'1')にする方法である。この場合
は鎌を使わず，ランカーパンという机!)<'１１))Ⅱナイフを仙１１Ｉするので-女性が
この作業の多くを行っている。近年JIM(刈りではなく，業を鎌で)<'１るような
地域では男性がｲTっている。この}]''111｛えと稲ｘｌｌｌ)は，：'二fから地主とのljM係
を作っている農夫がいるが，それ以外は農夫を臨時で)１１１い入れる。
次に分IHiUIは地主と小作のIlL1係での分IIiu，地主が股火を)(I{)|Iする場合の分
配とあり，次のように鵬li1l1できる。
①地主と'１，作の関係で分llIuが50％-50％の場合
例えば，水|Ⅱをｌｌ１ａとしてｘｌｌｌ)いれた収稚が20,()()O'１，束であった。
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地主と'|､作は，肥料代金，llllill〔えの代金，税金分を双力が負担する
ものとして差しり|くことで合意している。肥料に100束，II1植え代金
200束，税金50束として計算すると，地主と小作はともに8325束の分
lIliUとなる。
もし，第二収極がある場合は，地主の分配率は１／３に小作は２／３
にするのが一般的であるので，ｌＵｉｉは6550束，小作は13100束となる。
これも上記肥料代などは双方がiMuすることで合意している。
②メlll)入れに農夫を)ｎｉ１ｌｌした場介は，次のようになる。収楼時にｌＭｌｉ
の20％は農夫の分|)IIB,のためにｉｉｌｉ係しておく。刈り入れたjlX穫が28()大
束であったとすると，この収極の20％で56大束を農夫の'''１で分1iii｣,する
ことになる。
IlImi.：'111きllYり調査をﾉ,（に#''１１１１作成
）<11')入れの分配は，農夫ＡからＥまでllWilIiに比例して支給される。
この収穫Ｍ:に比例して支給される能力支給に比較すると，ｌ]1航えでは，
ｲlijl々の仕刺1ｔが違っているが，現物は|可し束を支給される。このように分
配は，I1lillく能力，ｊ適応ﾉﾉ，技術などによりメ'１リ入れ時の報iIlllに差をつけて
支払われる。111植えの場合の分配は，兼をつけることなく同じ分量だけ支
払われる。トラジャ人によると，この分IMU率は多ければ多いほどよいが，
平均的には10束から20束で支給されるとのことであった。トラジャ人はこ
れをsocial，社会性や:編jill:といい，地主も股夫も双ﾌﾞﾉがこれを承認してい
る。
1世犬 )<１１り入れ ｸ)NＯ ll1Illlえ 分ｌＷＬ
八 I()()束 2()Ⅲ（ １０()束 1()束
Ｂ 1()()束 2()卯（ 5()束 10束
Ｃ 5()末 l()束 10()末 10束
l） 2()末 ４束 2()束 10束
Ｅ １０束 2末 I()Ⅶ（ 10末
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したがって，タナ・トラジャ県における稲作作業では，能力，適応力な
どで能ﾌﾞﾉ主義を取り入れてその報酬に格差をつけつつ，一方では平等の分
配をｌｌｌｌ)入れて社会的バランスを保っていると考える。
Ⅵ儀礼と遺産相続との関係
トラジャ社会では，儀礼と遺産相続とが緊密な関係にある。前述したよ
うにトラジャ社会で最もIilli値ある財醗は水|Ⅱである。したがって道雄相続
で水ｌｌＩがどのくらい相続できるかはＺ１ｉ要な１１１１題である。遺雄相続による水
田の分WUIは，県内地域によって違ってきている。近年，県央マカレ近郊で
は，子供のｲ;Ⅱ続の比率は平等になってきている('8)。
伝統的慣習にもとづく遺産相続は，葬儀における水牛の供出頭数によ}）
遺産相続の分配比率を決めることである。
例えば，三人の子供がいる場合，葬儀にＡが水牛を３頭，Ｂが水牛を
１頭，Ｃが１頭だとすると，相続する水'11は，３：ｌ：ｌである。前述し
たように水牛の種類がテドン･ボンガであれば，その比率は変わってくる。
例えばＡがテドン・ボンかを３頭供'1}すれば，５：ｌ：ｌぐらいになると
いうことであった。
ここで，トラジャ社会では，遺産相続は供11)した水牛の頭数によるとい
うことが基本であるが，供１１)した水牛の)Ni類，水牛の大きさなどもまた，
供'1Ｉした'１１１１には大きな意味を持つ。トラジャ社会では，水牛の種類とIllli値
について誰でもが了解している事JTIである。したがってよ')価値のある水
牛を供Ⅱ)することは，トラジャ社会でのステータスを公｢I9な場で承認させ
ることにつながるのである。水１１１の11]統はもちろんZ1i典であるが，トラジ
ャ社会の'1]では，供１１Ｉした人物が，家族の｢１１でも社会でもステータスを得
ることがより重要なことである。
このような社会であるからこそ，人々はflI:金をしてまでも，葬儀には，
ランクが_|元で，より大きく，より光沢がある|〕つばな水牛を供１１)しようと
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Allうのである。{1112余は，lfl分の代で札|殺できなくても，子供や孫までそれ
が続く。それはトラジャの仏統社会で､はり寺殊なことではない。
また，↑||:金が続くのは，葬儀での喪二iミヘの供}l}があった場合，前述した
これと同じIilliIillIの豚，水牛を返済しなければならない。例えば，Ａが喪
主の葬儀にＢがＳａｌ１ｇｄｕａｌｌｇｓｕｓｕの豚を供'１)した場合は，Ｂが喪主の葬
儀にはSangduangsusuの１１ﾎﾟかそれ以｣この１１ポをＡは返礼として供出しな
ければならない。一方，トラジャ社会の'１１で昔から:i`ｉｌ１１ｌのクランは葬儀に
おいて，よりI111i他のある供||}を一般大衆から｣０１侍される。これは，このク
ランが喪主の葬儀ではなく，芥儀の参ﾀﾞ'１者であったとしても，それを期待
されるのである。つまり，１１茨よりも水21具が供'1)され，水牛の'１１でもよりＩ１１１ｉ
Ｉ直の商いランクが供lllされる線')返しなのである。
前述した，なんらかの][1l1l1]でＪ１金が必要になった場合水|]|を111係に(|}金
をすることは，mentoe＝メントエと呼ぶ慣習である。これは，水１１１の所
有樅はそのままで，Ｗ}:金をする。ｌ什金の返済は，前述したような借')た金
額jlll当の水牛で返す。貸しJRは水牛を現金に換えてfll:金が'1]殺され，水|Ⅱ
はｆｌｌ:金をしたＩｌｌＩに戻るのである。
おわりに
トラジャ社会は，稲作をLli業とする腱業社会である。タナ・トラジャルＬ
は地勢的，地形的にlIl岳地域であり，llIllMI:地での稲作では米の供給は十
分とはいえない。背から，リiリトヘのＩｌＩ稼ぎがあ')，この出稼ぎは，リiLlﾉﾘの
地形からくる米の諦給のバランスを保っていたものと考えられる。
近ｲﾄﾞ，タナ・トラジャ県といえども，インドネシア共和国の近代化の波
や１１:界情勢の影響をうけて，農村社会|ﾉﾘ部では多少の変化が起こってい
る。それは，水llljlｿ|:作過概でのトラクターの導入や，現物支給から現金支
給を望む股火が多くなってきたことなどがある。一力，タナ・トラジャ県
は，パリに次ぐ観光１%|発拠ﾉﾊ(地域として開発された。しかし，テロの影禅
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は，トラジャにもおよび観光客の激i1iili，ホテルのｌｆｌｌ１ｌ１ｉなどの現象があっ
た。このようなIIL実は，トラジャからの111稼ぎの誘リ|になり人1]減少にな
るように想定されるが，タナ・トラジャ県の人[1は，これと平行するよう
にI杣llしているので､ある。これは，農業社会基盤をより｝iii〈しようという
(lnliLUにシフトしたことやI|}稼ぎからタナ゛トラジャリｉＬへ戻ってきた人々の
増ｊｌＩが考えられる。いずれにしろ，タナ・トラジャル↓の腱業社会は，これ
らの人々を受け入れるJiL盤があることとも関連していると考えられる。
近代化に伴う農業社会の変化が多少h『肌してはいるが，依然として伝統
的社会のI111i仙韮準で農業を生業としていることは変わりないのである。
水ｌｌＭ作の過ｲ111は，PaIlta，nakall-Pariu-Mantallan-Mel)a1.e＝i1lIi作')－
lll起こし－１１１杣え＿稲刈りである。これは''水と同じで､ある。この水１１１耕
作では地主と小作の１１M係がある。」uiiと'|､作の分Ｉｌ１Ｉｌ｣,はｊＭ５ほとんどが５０
％-50％になっている。また，地三iiと'|､作の収極の分ImiUIは，二jUI作|=|は地
主がｌ／３，小作が２／３の１１M係となっている。
農夫に対･する分1111｣,は，：Mir文給Ｍ#えたが，依然として川勿支給が基本
となっている。農夫の分'１０，は，１１１ﾉIill(えと稲)<''１)でのﾂﾉliIlTI:に）ILづいて支給
される。また，労IliIlitを決めるのは伝統的力法であるイカットー稲來によ
って決められる。この｣;ﾙ谷，労働報i1llllであるイカットの分''１uは，稲)<||リに
ついてはその労Ⅲ:昂:によって格兼をつけ，Ⅲ'11Iえについては平等性をＪＭＮ
に支給されるシステムである。トラジャのように伝統的な儀式を聯煎し，
相互扶助を基本にする農業社会であっても，その'ﾉﾘﾊﾞ'1では能ﾉﾉ主義をとり
いれている。また，能ﾉﾉﾆに淀のみではなく平等性をとりいれているのは社
会的桶ｲ||:的Illmliからiiiliｲ111iされるべきＩｌＩｌｍで､ある。
水|]]形態は，ＵｍａＭａｎａ'，UlnaTollgkonanのような社会的役;!(１１を持
った水ＩＩｌ６存在する。つまl)，先ｲⅡ代々のｃｌａｎの公共のl-liI9，多くは祝
祭・葬儀に仙)Ｕされるのである。
伝統的な水１１昨態があるトラジャ社会は，Iilli値の尺度も伝統的に決めら
れている。その代衣の一つが水牛であり，豚である。特に水牛は，色，膜
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様，大きさ，正さなどでのランクが決められ，ｌ１Ｉｉ裕もこれに比例する。水
牛も豚も人体寸法でiIl'|る゜現在タナ・トラジャ県ではあまり一般的ではな
くなったが，トラジャリ｢し西方ママサ県ではﾂﾅ働報１１１illlや交換がこの水牛，
豚，鶏，犬などで行われている。
水牛と豚がなぜこれほど正要かというのは，儀式での供出が遺産相続で
の水111札|続に結びつくからである。水｣|鳥や１１茨のＩｌＩｌｉＩｉｌ〔」i風(iが社会｢１９に認知さ
れているからこそ，よりIilliIillIの商い水牛を儀式の場で供出しようとするの
である。つま')，水牛は農業社会の家禽である以｣二に，人々のI111i伯iIlIl定の
基本であり，それは水'11ﾜﾘTｲ｢とリンクした'二1t幣の役i11llを持ちながら，社会
的役割を担っているのでもある。
このようなトラジャの農業社会は，水Ⅱ川態，水l]|での収稚と分配，水
牛のlilli他illll定，豚のIllli伽||'|定など伝統i19I111i｛lfliliMにてすべてが統一されてい
る。それは，ノjIU1lⅡ１９であ')すべてがリンクしている点で伝統ﾈ1:会であ')な
がらHill度的社会なのである。
《注》
（１）処築学は「BaIluaToraja」参考文献４，葬儀を'''心にした文化人類学
では「儀礼の政治学」参考文献14などがある。
（２）ｌｒｌによる観光I)Ⅱ発の実)M1とトラジャ社会の変化については参考文献11で
腱ｌｌｌｌした。また，その後のトラジャ社会の雌境'''１),UJから論じたものに参考
文献７，参考文献６がある。
（３）ママサリiLはポレワリ・ママサ県であったが，ポレワリリiLとママサ県に分
ｉ１ｉｌｌされ20()4（13ママサリ｢!:となった。
（４）法政大学illWlI文化ｲi1l:究阿T紀要「i''１組文化ｲｉ１}先321にトラジヤ人の宗教観
を初I話との１１MⅢで論じた。ママサの>iIlI話の''１には，コンドサパタ＝現在の
ママサ族の部族をｌｉｌｌる時にＩ|〔＝トラジャｌＵ域との結合をその''''二|にすえる
伝承がある。
（５）トラジャの水'１１の状況については，参:ff文献12にMiLllllした。
（６）２０()3ｲli，2004ｲ'二，１１|稼ぎから帰ってきたかなりのトラジャ人と話し帰|EFI
を(in柵した。
（７）観光|;'１発に伴い，トラジャ県ではもっともヨーロッパ人，特にフランス
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人１１１M光客の１tiilL1打数が多かったノボテルは売却された。
（８）サンガランギのテインテイン氏は1970年代には水Ⅱ|で|ｿ|:作のために水牛
を使っていたと証言していた。他の，トラジャ人もそうであった。
（９）2004年トラクターについてlHlき取りをした。
(１０）MabillkunumaとトラジャiWiではⅢｉｉｉのインドネシア語petaniと区ｌｌｌｌ
している。
(11）表１にて計算したが，－人当たりの米の{ｉｌｉ保最は，籾米で0.29トンこれ
を桁米すると，約168キログラムである。
(12）県lﾉﾘの伝統的水'11の計ill'1方法とⅡiLlﾉﾘの地域差を考朏i(した水田耕作のi｢｢i横
などはついては，参考文献12で股|刑した。
(13）インドネシアルピアは，2003年は一'11約65-85ルピア，2005年は－１１１約
75-85ルピアでＮｌｉ秘していた。インドネシアでルピアヘの為替交換をする
場合，米ドルとのiilIi杵が比較的安定している。ドル紙幣は，１００ドル，５０
ドル，１０ドル，５ドルなど細かくなると，交換比率は恐くなる。また，ジ
ャカルタやバリでの1111勝よりもスラウェシ島のほうが交換比率が下が})，
トラジャ県にはいるともっと下がる。したがって，交換比率を一flkに考え
ることはできない。
(14）トラジャコーヒーは，輪}IⅢlのアラビカ椀，｜玉||ﾉﾘ向けにⅡ}荷し，’１常の
欲)１１としているものにロブスター机がある。インスタントコーヒー)11とし
て１Ｍiするものにジャンベル桃がある。ここではアラビカ極のみのIilli格を
記した。アラビカ桃に比べロブスター櫛はIilli格が安い。｜ﾀﾞ|Iえば，2004ｲﾄﾞの
調奔では，アラビカ極10,000ルピア，ロブスター枕6,000ルピア，ジャン
ベル極5,000ルピアであった。
(15）このような豚は，１１mが地、について歩けないくらい大きな豚である。
(16）2002ｲlill1lき収Ｉ)洲ｲfを行ったときは，一lilmのみであった。
(17）地主と'１，作の|塊I係については分配率の推移，分IIl1Ul率について参考文献１２
鋪Ｖ章に腿附した。
(18）2000ｲﾄﾞからljllき取り調査を続けてきたが，200Ｍ皇の段lWfで，マカレ，ラ
ンテパオの地主は平鞭であると'111符していた。
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TraditionalandlnstitutionalCharacteristics 
inRuralSocietyofTanaToraja 
ＡｔｓｕｋｏＨＯＳＯＤＡ 
《Abstract》
Torajaiscalledsocietyofagriculture,wherepeol)leareengagedin 
ricefarnling、ModerllizationinRepublicoflndonesiaandtheinterna‐
tionalsituationhaveaffectedTal]aTorajalnthevillage,morefarmers 
wallttohaveacashincomethroughilltroducingtractorsinsteadof 
payｌｎｅｎｔｉｎｋｉｎｄＴｈｅｌｌｕｍｂｅｒｏｆｔｏｕｌ･istshasdroppedsharplyduetothe 
terrorism,ｂｙｃｏｌ]trast,thel)opulati〔)llillTanaTorajahasbeenillcreas‐
ing・Ricesupplydoesn'tmeetdelnandcolIsiderillgitslａｙｏｆｔｈｅｌａｌ１ｄ
ＩＩｏｗｅｖｅｒ,Ｉａｓｓｕｍｅｔｈａｔｔｈｉｓｉｓｔｈｅｔｅｎｄｅｌ]cytochangeintotbeagricul‐ 
turalsociety・
Theirprocessofthe（armingpaddyfieldsissimilartothatofJapan、
TheconventionalaⅡotmentoftl1eharvestisfifty-fiftybetweenland‐ 
ownersandtenalltfarmerFarmersarepaidinl)roportiontotheirlabor 
ofl)Ial1tingorreapingl)addies・Ｆｏｒl)lantilIgtheyarepaidequally,and
forreapillgpaiddepel](lillｇｏｌｌｔｂｅｉｒｌａｌ)or， 
ＴａｎａＴｏｒａｊａｈａｓｌ)addyfieldscaⅡｅｄ“ＵｍａＭａｌｌａ''，“ＵｍａＴｏｎｇ‐ 
konan'',whichplayanilnportantr(〕Ieillthesociety,aIldcropsareused
forrituals・
Ｂｕｆｆａｌｏｓａｎｄｐｉｇｓａｒｅｔｒａｄｉｔｉｏｌ]ａⅡｙｖａｌｕａｂｌｅａＩｌｉｍａｌｓ,ａｎｄｔｈｅｉｒｌ)rices 
arefixedcollventiollaⅡｙ・Buffalosaremoreimportal]ｔａｎｄpeople's
inheritanceisdecidedillprol)orti(〕lltothellumberofbuffalosdelivered，
ThischaracterizesToraja・
Buffalosarelivestocl〈foragriculturalsociety､Theyformfoundation
ofthevalueofhumalIasmoney・Ｔ１１ｅｒｅ[()re,theyplayamajorpartin
thesociety． 
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ThetraditionalsenseofvalueunifiesagriculturesocietyinTana 
TorajaMethodicalandtraditionalasithasbeenobservedtobe,itis 
practicallysystematic． 
